
東海市立平洲小学校建替えに関する
保護者・地域住民説明会

東海市教育委員会

令和８年４月１１日（土） １１時～



説明会次第（本日の説明内容）

１．施設の概要

２．現在までの経緯

(１)当初の建替えスケジュール
(２)これまでの主な取組み
(３)地質調査の結果
(４)検討委員会の評価と市の方針
(５)移転建替えについて

３．今後の取組み

４．質疑回答



１．施設の概要
【平洲小学校概要】 ※令和８年４月１日現在

児童数：７６０人

学級数：３１学級

【施設の状況】

６０年以上経過：１棟（本館）

５０年以上経過：３棟（中館、北館、

体育館）

４０年以上経過：１棟（西館）

建物が老朽化しており、令和５年
度（２０２３年度）より建替えの
計画を進めてきました

１



(１)当初の建替えスケジュール
Ｒ１３
(2031)

Ｒ１２
(2030)

Ｒ１１
(2029)

Ｒ１０
(2028)

Ｒ９
(2027)

Ｒ８
(2026)

Ｒ７
(2025)

Ｒ６
(2024)

Ｒ５
(2023)年度

基本構想・計画 設計
新校舎建設工事
（現地建替え）

平洲小学校運営
（新校舎）

既存平洲小校舎
解体工事

令和１２年度（２０３０年度）の開校を目標に、
令和５年度（２０２３年度）より、平洲小学校の建替えに向けた
計画を進めていました

建替え事業における設
計や工事を進めていく
上での基本的な考え方

や指針の策定

建物内の配置・外構計
画などを具体化し、工
事に必要な設計図面等

の作成

新校舎の建設・外構整備

２．現在までの経緯

２



(２)これまでの主な取組み

令和５年９月～ 平洲小学校の現況把握のための基礎調査を開始

令和６年７月～

令和７年８月＝

断層が平洲小学校敷地内に及ぼす影響範囲を確認するため、運動場で地質調査を実施

調査方法・結果について、有識者による考察及び評価を行う検討委員会を設置

令和７年１０月 検討委員会を開催

令和８年１月 検討委員会の結果を踏まえ、市としての方針を協議

３



(３)地質調査の結果

①敷地中央から西側に、南北に走る断層が存在し、断層による
影響（ずれ・たわみ）が懸念される

②敷地東端に、今回の地質調査では確認されていないが、断層の
可能性のある地形的な特徴がみられる

４



(３)地質調査の結果

①

②

５



(４)検討委員会の評価と市の方針

学校は、子どもたちが多くの時間を過ごす施設であり、安全面を
最優先とすることから現地での建替えを断念する

市の方針

■敷地内に断層が存在すると判断されたこと

■有識者からは「活断層が分布する地域に設計するのであれば、災害後にどのように利用するか、
通常以上に配慮のある設計が必要となる」や「今の建築技術にコストをかければ、地震に対して
命を守ることは達成できる可能性はあるが、災害後に避難所や小学校として使用できるかどう
かについては、条件が悪ければ機能継続は難しい可能性がある」との意見があったこと。

【検討委員会の評価】

６



(５)移転建替えについて

学習・生活環境

■校区や通学方法など
児童の学習、生活環
境に大きな変更、変
化が生じないこと

■新たな教育環境へ対応
するため、建物のみでも
約10,000㎡の広大な敷
地が必要なこと

■早期に建替えを実現で
きること

施 設 地 域 等

様々な観点から移転先についての検討を行いました

■コミュニティや近隣
住民への影響が比較
的少ないこと

移転先は平洲中学校敷地内が最適と判断しました
７



３．今後の取組み（１/２）

令和８年度（２０２６年度）に施設整備方針を策定します
施設整備方針…目指すべき新しい平洲小学校像を立案し、それに基づいた施設の整備に関する基本的

な考え方を定めます

施設整備方針の策定

意見聴取教職員、児童・生徒
保護者、地域住民等

施設整備方針を策定するため、教職員や児童・生徒だ
けでなく、保護者や地域住民の皆様からもご意見を伺
い整備を進めてまいります

８



３．今後の取組み（２/２）

Ｒ１７
(2035)

Ｒ１６
(2034)

Ｒ１５
(2033)

Ｒ１４
(2032)

Ｒ１３
(2031)

Ｒ１２
(2030)

Ｒ１１
(2029)

Ｒ１０
(2028)

Ｒ９
(2027)

Ｒ８
(2026)年度

方針策定・計画 設計 新校舎建設工事
平洲小学校運営
（新校舎）

既存平洲小校舎
解体工事

令和１６年度（２０３４年度）の開校を目標に、平洲小学校建替え
の検討を進めていきます

建替えまでのスケジュール（現在の予定）

９



ご清聴ありがとうございました

今後も平洲小学校施設整備にご協力をお願いいたします


